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「戦争法案」どう阻止するか　―幅広い国民の共同でー
米国が世界で起こすどんな戦争にも、いつでもどこでも自衛隊が参戦・支援できるようにする「戦争法案」が国会に提出されました。安倍政権は、今国会を延長してでも、アメリカで約束してきた「戦争法案」を成立させる構えです。
歴代政府が掲げてきた海外派兵法の制約さえ無くする過去最悪の憲法９条破壊の「戦争法案」は、戦後日本に大転換をもたらします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日本共産党は、この戦後最悪の憲法破壊の企てである「戦争法案」を阻止するために、党の総力をあげて奮闘する決意です。　　　　　

国会に提出された「戦争法案」は、既存の海外派兵法制と有事法制の計１０本をまとめて改定する“一括法”である「平和安全法制整備法」と、自衛隊をいつでもどこでも他国軍の戦闘支援に派兵する“新法”「国際平和支援法」（派兵恒久法）の２本で構成されています。いずれも平和とか安全の名がついていますが、平和とも安全とも関係ありません。
安倍政権の「戦争法案」の狙いは、「世界の秩序維持」に日本を「肩代わり」させようとする米国の戦略を受け入れ、自衛隊を海外に派遣する「大国」になる事です。

憲法９条には直接手をつけずに、法律で憲法９条の中身を壊し、あとから明文改憲をするといやり方です。

「戦争法案」を阻むには、憲法９条の破壊に反対する広大な国民の共同を急速につくる事が不可欠です。憲法を守る事が出来るか否か、今が正念場です。

５月３日に横浜で、幅広い団体、個人が共同し３万人の大集会が開かれました。この様な動きを全国津々浦々、すべての地域でつくり、国会を包囲する。こんな国会外での国民の声と、国会内での「戦争法案」を追及する動きの両方が必要です。

全国で７,０００を超える「９条の会」の多くは、職域や分野別の会を含めて、それぞれの地域に根を張って活動してきました。今こそ「９条の会」の出番です。

「戦争法案」を阻む事は、憲法９条の生きる日本、憲法９条の生きるアジアを
つくる第一歩となります。憲法９条に基づく「安保のない日本」「武力なき平和」に向けた構想を大きく語り広げていきましょう。
（一橋大名誉教授　渡辺治さんへのインタビューから一部引用）
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４９７円　　日曜版　月８２３円
桑名市議団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/　　　　　

ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野宅）　　
２０１５年　６月議会スケジュール（予定）是非傍聴に来て下さい。
６月１１日（木）　午前１０時　　本会議開会（議案上程、提案説明）
６月１８日（木）、１９日（金）、２２日（月）、２３日（火）　
午前１０時  本会議（議案質疑・一般質問）

６月２４日（水）、２５日（木） 　午前１０時　常任委員会
７月　２日（木）　午後　１時  　本会議（委員長報告、討論、採決）閉会
関連　予定　５月２６日（火）午後　１時　全員協議会（新病院整備事業）
６月　２日（火）午前１０時　全員協議会　（議案の説明）
６月　３日（水）午後　５時　６月議会への請願の受付最終日
６月　４日（水）午前１０時　各派代表者会議、議会運営委員会
６月議会の質問内容は現在検討中ですが、昨年の選挙時に公約した事を中心に、現在市民の皆さんの関心の高い「新病院建設問題」「駅西土地区画整理事業」や改悪されている介護保険や医療制度についても質問したいと考えています。
２０１５国民平和大行進　核兵器廃絶と「戦争法案」ＮＯ！　　　　　　　ｐ被爆地・広島、長崎をめざして歩く「２０１５年原水爆禁止国民平和大行進」が５月６日、北海道最北の離島・礼文島と東京・夢の島を出発しました。　　　　　　　　　　　ｐ桑名員弁実行委員会では、６月１２日（金）に午前９時から桑名市役所前で集会を行い、朝日町、近鉄川越富洲原駅まで行進します。前日１１日には、木曽岬町、東員町、いなべ市、菰野町を訪問し自治体への要請宣伝行動をします。　　　　　　　　　ｐ今後は全国大会への代表派遣に向けて、６・９カンパ行動を桑名駅前で７月１６日、１９日、２６日、２９日、８月６日午後５時半より予定しています。
日本共産党の桑名市における３大要求「国保税の引下げ」、
「子どもの医療費の窓口無料化」、「小学校にエアコンの設置」
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先週号の「しんぶん赤旗」日曜版（５月１７日）に「赤須賀漁港」と「桑名の焼き蛤」が紹介されましたのでコピーを掲載します。又、言葉でわかりにくい所があるようですので解説を付け加えます。
旧幕時代　旧幕は「旧幕府」の略です。明治維新後、江戸幕府をさしていった語です。
もう時分どき　「時分どき」「じぶんどき」っていう言葉は、食事の時分どきっていうことです。
もやってありました　舟のロープの結び方に「もやい結び」があり、舟をロープで繋ぎとめることです。

喧伝　（けんでん）ある事柄について、特定の特徴を取り上げて周囲に言いふらすこと。必ずしも販売促進や商業的な意味合いになるとは限らない。一方で宣伝（せんでん）は、主に販売促進を目的として、商品やサービスを購買層に告知すること。基本的に販売促進や商業的な意味合いを持ちます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日本共産党桑名市議団　星野公平ニュース


�

















Ｎｏ．２３４　　　　２０１５年　　５月　２１日


発行　　　　日本共産党桑名市議員団 　☎２４－１３１０


発行場所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室


自宅　　　　桑名市立花町１－１４－７ 　☎２２－２９７５













































































